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�日本語教育学講座修了論文�

長沼直兄の日本語教育理念及び指導
方法に関する研究

野 田 康 世

長沼直兄は 1894年� 日清戦争が始まった年に生まれ� 太平洋戦争� 第二次世界大
戦� 戦後の復興� そして現代へと移り変わる時代の流れの中で� 生涯を通じて一貫
した教育理念をもって日本語教育を実践した� 時代に流されず� 目標とする日本語
教育を追い求め� 研究と経験を重ねることによって自らの指導方法を確立していっ
た� この指導方法はナガヌマ�メソッドと呼ばれ� アメリカを初めとする世界各国
へと普及し� 現代でも改良直接法や問答法として受け継がれている� その根底にあ
る長沼の教育理念と指導方法は�長沼の言葉や教材の中に見ることができる�また�
長沼の周りでそれを引き継いだ教師たちの言葉からも知ることができる� それらの
言葉や教材を� 時代背景や人物などが長沼に与えた影響と重ね合わせながら調査
し� そこに見られる理論と指導方法を一つずつ取り上げる� そして� その全体像か
ら長沼の日本語教育の特徴をまとめ� 教育理念を定義することがこの研究の目的で
ある�
この研究により明らかになったことは� 長沼はパ�マ�という人物との関わりに
よって生涯変わらない教育理念を確立させたということである� また� 米国大使館
で日本語を教えるという特殊な環境も� 長沼が自由な発想で日本語教育を実践する
ことができる要因となっていた� 長沼は� 日本語教育を始めたばかりの頃にそのよ
うな影響を受け� 何の先入観もないまま日本語教育に対する確固たる姿勢を身につ
けた� そして� 長沼の指導方法と教材作りを分析すると� その基本理念がすべて学
習者の立場に立っていることがわかった� 長沼は� 授業における指導から自宅学習
まで一連の作業が教育であると考えている� 以上のことより� 長沼の教育理念とは
学習者のための日本語教育の実践であると定義した�
本論は次のような構成になっている� 第 1章で� 長沼の活動内容と業績を見なが
ら時代背景や関わった人物などを整理し� 長沼の日本語教育の確立に際して与えた
影響について考察する� 第 2章では� 長沼の教授理論と指導方法に関する先行研究
を参照するとともに記録に残された長沼の言葉や講習会での講義内容を整理し� そ
の特徴をまとめる� 第 3章では� その分析結果を検証するため� 長沼が作成した教
材を調査する� 入手できる限りの教材を種類ごとに分類し� それぞれの内容が長沼
の理論と合致しているかどうか� また� 指導方法の実践において問題がなかったか
を考察する� 以上の調査と分析の結果を基に� 第 4章では� 長沼の指導方法の特徴
と有効性を現代の日本語教育と比較しながら検証し� 第 5章の結論において長沼直
兄の教育理念を定義する�
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